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船舶における推進性能は、船体水中部における海洋生物による付着や汚損、

プロペラや船体への海洋性生物等の付着、キャビテーションによるエロージョ

ンといった経年劣化や、海象などにより影響を受けることが分かっています。1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特に船体への海洋性生物の付着は、船体そのものの重量を増加させる他、船

体表面粗度が大きくなることから、船舶の推進抵抗が増大し、それだけ過剰に

燃料を消費することになると考えられます。 

 

 

 
1 内藤林：実海域船舶性能評価法の現状について, 日本造船学会試験水槽シンポジウム，

（2003）, p. 1 

図-1 部門別最終エネルギー消費の推移 1 
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[ 引用 ]  内藤林：実海域船舶性能評価法の現状について, 日本造船学会試験水槽シンポジウム，（2003）, p. 1
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 弊社が提供する水中船体清掃は、船体表面に付着した海洋性生物を除去し、

船舶の推進性能を維持するためのひとつの手段として提案しています。 

 船体に付着する海洋性生物は、主としてアオサなどの海藻類、フジツボ、チ

ューブワームなどです。 

 弊社は、こうした海洋性生物を船体から除去するため、手作業による除去作

業のほか、水中船体清掃機を用いた機械施工を行っています。 

 

 

 

図-1 水中船体清掃機（SEA DOG）油圧式 

図-2 水中船体清掃機（SEA DOG）油圧式（回収装置付） 
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 油圧式の船体清掃機「SEA DOG」は、清掃幅１４０ｃｍの大型機械で、硬

質なフジツボに対してもステンレスブラシを用いることで除去可能です。 

 しかし、近年、シリコン系塗料が塗布された船体が出現し、従来の「SEA 

DOG」では船体を傷つける可能性が出てきました。 

 そこで、弊社は、シリコン塗装した船舶に対しても使用することができる改

良機「SEA DRAGON」を開発しました。 

 「SEA DRAGON」は電動で、漏電遮断器を装備し，安全性に優れます。 

 また、理論上１時間で約500m2を清掃することができます。さらに、機械中

央部に設置されたインペラにより、除去した付着物を回収することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 施工の様子 

図-3 水中船体清掃機（SEA DRAGON）電動式・回収装置付 

図-4  SEA DRAGON 制御装置 
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施工前 施工後 

図-5 施工例1 

施工前 施工後 

図-6 施工例2 

施工前 施工後 

図-7 施工例3 
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 船体清掃の他、IWSや水中プロペラ研磨の年度別施工実績（件数）を下記の表

に示します。 

ばらつきはありますが、船体清掃・水中研磨ともに年々増加傾向にあります。 
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図-8 施工件数（隻数）の推移 
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 当社は、関東から九州にかけて８営業所２出張所を展開し、６０名を超える

自社潜水士により、全国の港で作業を行える体制を確立しております。 

 

 貴社におかれましても水中船体清掃の実施を是非ご検討くださいますようお

願い申し上げます。 
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